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•回復期リハビリテーション病棟入院料の評価体系にリハビリテーショ

ンの実績指数を組み込む。これに伴い、リハビリテーション充実加算

を廃止する。







通則（一部抜粋）

•回復期リハビリテーションの必要性の高い患者を８割以上入院させ、

一般病棟または療養病棟の病棟単位でおこなうものであること

•回復期リハビリテーションを要する状態の患者に対し、一日当たり２

単位以上のリハビリテーションが行われていること

• データ提出加算の届け出を行っている



リハビリテーション実施計画書（回復期）

•回復期リハビリテーション病棟入院料１を算定する場合は、管理栄

養士がリハビリテーション実施計画書に参画することや、管理栄養

士を含む医師、看護師その他医療従事者が計画に基づく栄養状態

の定期的な評価や計画の見直しを行うこと等を要件とする。



在宅復帰率の見直し

•当該病棟を退院する患者に占める、自宅退院等に退

院するものの割合が８割以上であること。

•介護医療院については、「住まい」の機能を有する施

設であるとの考え方から、「自宅等」の対象として扱う。




